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京大から国際協力キャリアへ

国際政治経済学、環境
政治学、開発政治学が
研究テーマ。

関山 健先生
思修館 准教授

欧州復興開発銀行（EBRD）総裁を招いてのセミナー

調査で訪れたミャンマーの僧院学校にて

　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
・

人
口
問
題
な
ど
地
球
規
模
の
課
題

に
挑
む
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の

輩
出
を
目
指
し
、
２
０
１
３
年
、

京
都
大
学
に
総
合
生
存
学
館
（
通

称
：
思
修
館
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
学
院
の
最
大
の
特
徴
は
、

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
学
生
が
集
ま
り
、
互
い
の
知
見

を
共
有
し
な
が
ら
実
践
的
な
学
び

を
得
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
理
系
・

文
系
の
幅
広
い
研
究
分
野
か
ら
地

球
規
模
の
課
題
解
決
を
目
指
す
学

生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
専
任
教
員
に
加
え
、
他
研
究

科
・
研
究
所
の
教
員
も
含
め
た
「
複

数
指
導
教
員
制
度
」
を
採
用
し
て

い
る
。
学
生
の
学
問
背
景
や
専
門

研
究
分
野
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

学
生
一
人
一
人
に
応
じ
た
「
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
型
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
設
計
に
も
力
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
学
生
た
ち
の
対
話
型
高
等
研

究
の
実
践
の
場
と
し
て
、
合
宿
型

研
修
施
設
や
京
都
郊
外
の
研
修
施

設
も
充
実
し
て
い
る
。

　

５
年
一
貫
博
士
課
程
の
思
修
館

で
は
、
実
務
経
験
を
積
み
な
が
ら
、

学
位
取
得
を
目
指
せ
る
。
学
生
は
、

１
〜
２
年
次
に
国
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
を
行
い
、
３
〜
５
年
次
に

は
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
実
務
を
学
ぶ「
武
者
修
行
」と「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
リ
サ
ー
チ
」

に
挑
む
。５
年
間
の
最
終
審
査
で
は
、

研
究
論
文
に
加
え
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ-

ｉ
Ｂ
Ｔ
１
０
０
点
相
当
の
英
語
力

が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
熟
議
」
と
「
八
思
」
と
呼
ば
れ

る
授
業
も
思
修
館
の
大
き
な
特
徴

だ
。「
熟
議
」
と
は
、
世
界
の
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
講
義
と
問
答
を

通
じ
て
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に

向
け
た
力
を
養
う
特
別
セ
ミ
ナ
ー
。

「
八
思
」
は
総
合
的
な
学
術
基
盤

と
な
る
、
人
文
・
哲
学
、
経
済
・

経
営
、
法
律
・
政
治
、
異
文
化
理
解
、

理
数
、
医
薬
生
命
、
情
報
・
環
境
、

芸
術
の
８
分
野
を
指
し
、
専
門
以

外
の
領
域
も
学
ぶ
こ
と
で
俯ふ

瞰か
ん

的

に
社
会
を
見
通
す
力
を
育
て
る
。

理
系・文
系
の
国
際
協
力

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
育
て
る

在
学
中
か
ら
実
務
を
経
験

実
践
力
と
志
を
育
む

渡辺 彩加さん
博士一貫課程３年

　小学生の時に読んだ絵本がきっかけで、紛争で傷つい
た子どもたちを減らしたいと考えました。大学生になり、
5年一貫博士課程で、3-4年次に国際機関でインターン
シップができる思修館のことを知り、進学を決めました。
　現在、ミャンマーの国内避難民や少数民族の教育問題
について研究しています。ミャンマーには、国連が運営
する避難民キャンプ以外に、僧院学校に避難する子ども
たちも存在します。その実態の把握は難しく、私はたび
たび現地に入って調査を続けています。
　思修館には、多様な国の留学生や学ぶ意欲の高い学生
が多く、授業以外でも日々活発な議論が交わされていま
す。多様な専門性や鋭い視点を持つ同じ大学院の学生と
の対話はとても刺激的で、時に自分の力不足を感じるこ
ともありますが、それも研究の大きな原動力になります。
現在、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の駐日事
務所でのインターンシップに挑戦中。将来は難民や避難
民を支援する仕事がしたいです。

難民・避難民を支える道へ

定 員
学 費

開講形態
奨 学 金

所 在 地

T e l
M a i l
H P

取得可能な学位
20人
入学料28万2,000円、授業料53万5,800円

（年間）
昼
あり（日本学生支援機構の奨学金、入学料・
授業料免除など）
〒606-8306 
京都市左京区吉田中阿達町１ 東一条館１階
075-762-2001
info.shishukan@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
https://www.gsais.kyoto-u.ac.jp

修士、博士（総合学術）
：
：

：
：

：

：
：
：

：

京都大学大学院
総合生存学館（思修館）　思修館が設立されてから７年以上

がたちますが、博士の学位を得た学
生たちは現在、国際機関や政府系機
関、グローバル企業のスタッフ、コ
ンサルタント、社会起業家などとし
て世界を舞台に活躍しています。
　「京都大学から国際協力キャリア
を目指すなら思修館」。この事実を
さらに多くの人に知ってほしいと
思っています。日本では、５年もの
期間を大学院で過ごすことに抵抗を
感じる人がまだ多いかもしれません。

しかし、国際機関などで国際協力
キャリアを築くためには、「博士号」
の取得は、いわば最低条件ともいわ
れます。
　思修館には、大学院に在籍しなが
ら世界で実務経験を積む「武者修行」
の場があります。在学中、国際機関
などで行う「最低半年間のインター
ンシップ」が修了の条件に含まれて
おり、各機関で仕事を始めるための
第一歩を踏み出すことが可能です。
　思修館の教育プログラムには、国
際機関などとの強固なネットワーク
をつかむ仕掛けがあります。
　年数回、国際機関や政府関係機関
などで活躍する先駆者を講演者とし
て招く「国際教育セミナー」もその
一つです。
　社会のトップリーダーと徹底的な
議論を交わす特別セミナー「熟議」
も、実社会で活躍するための鍛錬の
場となっています。
　私が主宰するゼミには、難民や少

数民族、ジェンダー、政府開発援助
（ODA）と国益など国際開発の問
題をテーマに研究する学生や政治経
済の課題を扱う学生が多く在籍して
いますが、共通しているのは皆、政
治と経済の複合的な問題を、既存の
学問分野のアプローチにとらわれる
ことなく分析しようとしている点で
す。
　また、思修館には理系の研究分野
に携わる教員や学生も多く在籍して
います。理系、文系を問わず専門を
深められるカリキュラムを通じて、
ぜひ国際協力実務で活躍する博士号
取得者を目指してください。 


